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　 フ ッ サ ー
ル に 始 ま る現 象 学的哲学 の 流れ に 対 して ヤ ス パ ー ス 哲学が ど うい う

位 置に 立 つ か を 考 察す る 。

　 1 ． 超越論的哲学 と して の フ ッ サ
ー

ル 現 象学

　 フ ッ サ ー
ル 現 象学 の 性 格 づ け は 見 方 に よ り種 々 可 能 で あ ろ うが

、 認 識 論 的

性 格 の 強 い 哲学で あ る こ とは 大方 の 研 究者 の 認 め る とこ ろで あ る 。 事 実 、
フ ッ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （1）

サ
ー

ル 自身 も現 象学 を 「超 越 論的認 識論」 と呼 ん で い る 。
「超 越 論的」（transzen−

dental）は 難解 な概念 で あ る が 、 さ し あ た り 、 超 越的 （transzendent）対 象 の 成 立

とそ の 認 識 との 可 能性 の 根拠 を問 い 、 か つ そ の 根拠 を意識 に お け る対 象 の 構 成
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 〔2＞

に求 め る 立 場 と解 して よ か ろ う。
こ の 点で フ ッ サ

ー
ル 現象 学 は 明 らか に カ ン ト

哲学 と関連性 を もつ
。

カ ン トに お い て も対象 は ま さに 超越 論 的 主観 に よ っ て 構

成 され る もの で あ る 。 た と えばゼ ー ボ ー ム （Thomas　Seebohm）は フ ッ サ ー
ル 現

象 学 を論 ず る書 ， ，
Die　Bedingungen　der　Mb

’
glichleeit　der　Transzendental−PhilosoPhie

‘‘

（1962 ，
Bouvier

， 桑野耕 三 ・佐藤真理人訳 『フ ッ サ
ー

ル の 先験哲学』八 千 代出版 、 1979年）

に お い て 、 カ ン ト哲学 を ，，beginnende　Transzcndentalphilosophie
“

、
フ ッ サー

ル

哲 学 を
。
wirklich 　gelingende　Transzendentalphilosophie“

と呼 ん で 、 両者 の 連続

性 を示 して い る 。 。
beginnend“

（初歩的）と
。
Wirklich　 gelingend

‘‘

（現 実 に 成功 す る）

とい う形 容 に は 異 論 も あ ろ うが 、 両 者 を超越 論 的哲 学 と し て 連続 的 に 見 る 態 度

は 是認 で き るで あ ろ う。

　 ヤ ス パ ー
ス の 現象 学 に 対 す る 態 度 は微 妙 で あ る 。 周 知 の よ うに彼 は 精 神 病理

学の 領 域で 、 経験 的 レ ベ ル にお い て で は あ るが 、 積極的 に フ ッ サ
ー

ル 現象 学 を

取 り入 れ 、 精神 病理 学に は じめ て 明確 な方 法論 的意識 と 体系 性 を も た ら した
。

こ れ は彼 の 大 きな業績 で あ る 、、 こ の 分野 で は彼は 明確に 現象 学者なの で あ り 、
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フ ッ サ
ー

ル は現 象学 と して の ヤ ス パ ー
ス を賞 賛 して い る 。 しか しヤ ス パ ー ス に

と っ て 、 現 象学 は 科学 的 研 究 の 方法 と して 価値を も つ もの で あ っ て 、 本 来 の 意

味 に お け る 哲 学 で は な か っ た 。
「私 は 、 語 の 高 い 意 味 にお い て 〈哲 学〉 と呼 ば

れ て よ い す べ て の もの が 厳 密な 学 とい う権利 要求 に よ っ て 止 む 地 点 が 、 今 や そ

の 論 文 ［＝ 「厳 密 な学 と して の 哲 学 1］で 極め て 明確 に 到 達 され た とい うこ とを、
　 　 　 　 　 　 　 　 　 （3）
理 解 した よ うに 思 っ た 」 とい う彼 の 言葉 は

、
「 人 の 哲学観 の 不 幸 な断絶 を表 現

して い る 。 ヤ ス パ ー ス の 立 場 か ら見れ ば 、 科学の 方法 で あ る限 り 、 現象学が 営

まれ る の は 「意識
一

般」 の 場 に お い て で あ る こ とに な る 、，
フ ッ サ ー ル お よ び 現

象 学 者 た ち は 、
「超 越 論的主 観陸」 は カ ン ト的意識

一
般 とは 違 っ て あ くま で も

こ の 具体 的 な 「私 の 」 意 識 で あ る と して 、 そ の 個 別 性 を主張す る が 、 個 別性 の

根 底 に や は り普遍 性 が 予 想 され て い る よ うに 思 わ れ る 。 本 質直観 に 基 づ く事象

の 本 質認 識 を求 め る以 上 、超 越 論 的主観 性は カ ン ト的 意識 一
般 か らそ う遠い も

の で は ない で あろ う。 そ うだ とす れ ば 、
「〈科学〉を 、 現 代科学が 知 ろ うと しか

つ 成果 を あ げて い る もの
、

つ ま り個別 的諸対象 の 方 法的 、 普遍 妥 当的 、 強制 的

な認 識 と解す るな らば 、 自分 の 超越論 的哲学 の 科学 とし て の 性 格 を主 張す る カ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （4）

ン トの 態度 は 支持 で きな い 」 とい うカ ン ト批 判 は 同様 に フ ッ サー
ル に も 向 け ら

れ る こ と に な ろ う。 カ ン ト、 フ ッ サ
ー

ル か ら強 い 影 響 を受 け な が らも 、 「意 識
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （5）
一 般 」 の 立 場 に 偏 向 す る哲学 的態度 で あ る限 りは超 越 論 的現 象学 は批 判 され る 。

。
transzendenta1

“

が
，，
transzendierend

“

（超越 す る）を含意す る 限 りに お い て 、 超 越

論 的哲 学 はヤ ス パ ー
ス 哲 学 と調 和す るで あろ う。

　 2 ． 現 象学的存在論

　フ ッ サ
ー

ル 後 の 現象学運 動 は 決 定的 に ハ イ デ ッ ガ
ー

の 影響下 に あ る 。 そ の 動

向 の 基本 は 現 象学的存在 論 に あ る 。 そ して こ の 動向 は い わ ゆ る 実存主 義の 動 向

と重 な る 。 と い うの も、 実存 主義 の 主要 動 向 は 同 時 に現 象学 的存 在論 で も あ る

か らで あ る 。 し た が っ て フ ッ サ
ー

ル 後 の 存 在論 的 ・実存 論 的現 象学 に お い て は

存在 （
一

般 ）と実存 が 両極 的 に 問題 とな る 。 こ こ で は
一

方 の 問題 で あ る 「存 在 」

を 主 題 と し 、
ハ イ デ ッ ガ

ー
の 影響 下 に あ る メ ル ロ ＝ ポ ン テ ィ 、 サ ル トル の 思 想

傾向 に焦 点 を 合わ せ た い
。 そ れ に よ っ て 現象学的存在論 の 全般的な 動 向 が 見渡
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しや す くな る と思 われ る か らで ある 。

　 「存在論 」 に対 す るヤ ス パ ー
ス の 批 判 的態度は よ く知 られ て い る 。 そ の 要 点

は 、 概念 的 な客観 知 の 形 式 で 存在 を対 象化 して 認 識 に も た らす こ とに 対 す る批

判 に あ る 。
し か し こ こ で は

・やや 異な る視 点か ら問題 を提起 し た い 。 メル ロ ＝ポ

ン テ ィ の 思 想の 歩み に お い て 「存在」 は さ しあた り 「世界」 と同 視 され 、 そ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 ＝ レ メ ン 　　 　 イ リ ヤ

れ が さ ら に 「自然 」 「元 素 」 「あ る」等 の 概念 に深化 され 、 最 終 的 に 「肉」（chair ）

とい う独 特 の 概 念 に行 き 着 く 。 こ れ は ハ イデ ッ ガ
ー

の Sein の 彼 な りの 具 体化

と解 され る し 、 ま た フ ッ サ
ー

ル が 進 入 を 自 らに禁 じ た 「全 自然 」 （All−Natur）の

　 （6）　 　 　　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　　 　 　　 　 　　 　 （7）

領 域 を指 示 す る もの とも見 られ る。 「私 の 身 体 は 世 界 と同 じ 肉で で き て い る 」

が ゆ え に 、 肉的 存在 は ハ イ デ ッ ガ
ー

の Sein と同様 に わ れ わ れ の 「故郷 」 とな

る 。 そ こ へ と帰入 しゆ くこ とが 彼 の 哲 学の 目標 で あ る 。

一 方 サ ル トル は 、 小 説

『嘔 吐 』で 生 々 し く 、 無意 味で 吐 き気 を催 させ る 「汚物 」 （salet6 ）と して 世界 の

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 c8〕

根 底 の 存 在 ＝ 即 自存在 （6tre−en −soi）を描 き出す 。 存 在 は 事物 の 「練 り粉 」（pate）
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （9）

あ る い は 「化 け 物 じ み た 、柔 らか い 、無秩 序 な塊 （masses ）」 で あ る 。
二 人 の い

ず れ に お い て も存在 は （与 え る印象 は全 く異 な るが）明 らか に 質料 的 に あ る い

は 物 質的 に 表象 され て い る 。 主観的 に ある い は 間 主観 的 に 構成 され た世 界 （生

活 世 界 ）の 根底 に 、 根源的世 界 あ る い は く存在〉が 探求 され る わ け だが 、 か か

る思 惟は 内 在化 （意識 内 在化 で は な く世 界 内在化 ） の 思 惟 で あ る と言 え る 。 真

の 存 在は 世界 の 彼 方 で は な く世 界 の 内 部 あ る い は 奥 に求 め られ る 。 そ こ に は 超

越 が 欠 けて い る 。 メ ル ロ ＝ ポ ン テ ィ に 見 られ る の は 内在 的 な肉的 存在 の 神化 で

あ り 、 サ ル トル に 見 られ るの は 汚物 的存在 の 絶対 化 に よ る無神 論で あ る 。 そ し

て 私 見 に よ れ ば 、
ハ イ デ ッ ガ ー

存在論は 、 メル ロ ＝ ポ ン テ ィ の 存在論か ら見 る

こ とで よ り よ く理 解 で き る と思 わ れ る 。 なぜ な らメ ル ロ ＝ ポ ン テ ィ の 哲 学は ハ

イ デ ッ ガ
ー

哲 学 を 基本 的 に受 け入 れ っ っ
、 そ れ を感 覚的 に 具体化 した もの で あ

る と解 釈 で き る か らで ある 。

　 ヤ ス パ ー一
ス の い わ ば 多 次 元 的存 在論 あ る い は 存在 論批 判 の 存在 論 で あ る包 括

　 　 　 　 　 　 　 　 　 （／0）

者 論 （Periechontologie）は あ らゆ る存在 次 元 に お い て そ の 外 を指 示 し 、 〈外 〉 へ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （11＞

の 超 越 （Transzendieren）を促 す 。 本質 的 に は観念論 的 で あ る現 象学に お け る超

越 とは 、 意識 の 外 へ の 超 越 で あ り 、 世界内 へ の 超越 で あ る 。 究極の 外 で あ る超
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越 者 へ の 方 向 を含 む 形 而 上学的思惟 は 現象学に 欠 けて い る 、 あ る い は 括弧に 入

れ られ て い る 。 ヤ ス パ ー
ス は 大胆 に形 而 上 学的思惟 を押 し進 め る 。 そ こ に カ ン

ト的 超 越 論 的 哲 学 と も現 象学 と も異 な る 特性 が あ る 。

　 3 ． 生動的 現 在 と実存

　現 象学の
一

つ の 大 きな テ
ー

マ は 「超 越論 的主観性 」 で あ る。 実存哲 学 な い し

実存主義 に お い て 問わ れ る 「実存 」 は それ とど うい う関係 に あ るの だ ろ うか 。

なぜ か 現 象学の 陣 営 も実 存主 義 の 陣 営 も こ の 問題 を曖 昧 なま ま に放 置 して い る

よ うに 思 わ れ る 。
ハ イ デ ッ ガー

は フ ッ サ
ー

ル にお け る超 越 論的主 観 性 に 替 えて

1現 存 在 」 を 問 うが 、 そ の 「本 質」 で あ る実存 に っ い て 語 る こ と は 多く な い
。

サ ル トル や メル ロ ＝ポ ン テ ィ で は 意識 の 分析 に お け る 「実存 」 の 概念そ の もの

が 不 明 確 で 、 現 存在 と の 区 別 す らな い よ うに 見 え る 。 超 越論 的 主 観性 と実存 は

全 く別 物だ と言 わ れ る か もしれ ない が 、 両者 と も徹底的な主 観性の 探究に お い

て 生 じ て く る 究 極的 問題 で あ っ て 、 両 者 が 無 関係 で あ る とい うの は 不可 解 で

あ る 。 私 は ク ラ ウス
・ヘ ル トが 先鋭 的 に 閙題 化 した 「生動 的現 在の 謎 」（Ratze玉

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （12）

der　lebendigen　Gegenwart）に 両 者 の 接点 が あ る と考 え る 。 生 動 的 現 在 と は 、

フ ッ サ
ー

ル が 文 脈 に 応 じて 「原 印象 」 （Urimpression）、
「絶対 的 主観 性 」、 「内的

意識 」、 「原創 出」 （Urzeugung）、 「自発 的発 生 」 （genesis　 spontanea ）等 と呼 ん で

い る 根 源 的 意 識 と し て の 超 越 論 的主 観 性 で あ る 。 こ れ を反省 に よ っ て 捉 え よ う

と して も 、 対象化 に よ っ て か え っ て そ れ を捉 えそ こ ない
、 生 動 的現在 は 「無 名 」

（anonym ）の ま ま に と ど ま る 。
こ れ は 現 象 学 的直 観 の 原 点 の 把 握 不 可能 性 とい

う難 開 を もた らす 。 こ の 事 態 は 、 ヤ ス パ ー ス の 『実存開明』で 描 か れ る 、 自我

一
般 、 自我 相 、 性格 の 観 察的 考 察か ら さ らに 自己 反 省 を通 して 私 自身 、 本来 的

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （13）

自己 存在 、
つ ま り実存 へ と至 ろ うとす る試 み に 似て い る。 だ が 実存 は認 識 され

な い
。 な ぜ な ら実存は 「決 して 客観 と な らない もの 、私 が そ れ に も とつ い て 思

惟 し行 為 す る と こ ろ の 根源 」（was ，
　nie 　Oblek仁wird

，
　Ursprztng

，
　aus 　dem 　ich　denke

　 　 　 　 （14）

und 　handle）だ か らで あ る。 い ず れ にお い て も主 観性 の 根源 は 認 識 され な い
。

ヤ ス パ ー ス の 実 存哲 学 に お い て は 、 こ の 根 源 は 客観 的思惟 が 挫折 す る 限界 で あ

る と同時 に 、 自己 実現 的思 惟 と超越 者 へ の 形 而 上 学 的超 越 の 出発 点 で あ る 。
フ

60 一

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



Jaspers Society of Japan

NII-Electronic Library Service

Jaspers 　SOOIety 　of 　Japan

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ［同要 旨 現 象 学的哲学 と実 存哲学］

ッ サ ー
ル 現 象学で は 絶対 的主観性の 根底 に 世界 ・自然 との 接触 が 暗示 され て お

り、
フ ッ サー ル 後 の 存在論 的現象学 はそ の 方向 へ と突 き進 む 。 しか しそれ はヤ

ス パ ー
ス 的な形 而 上 学的超 越 で は な く 、 世 界 へ の 超 越 、 内 在 的 〈存在〉 へ の 超

越 で あ る 。

　 4 ． 存在 論 的 内在性 か ら超越 （形 而 上 学） へ の 転 回

　現象 学 的哲 学 は 基 本 的 に 形 而上 学 に 対 して 否 定的 で あ る。
し か し フ ッ サ ー

ル

後 の 存在 論的 ・実 存論 的 現象学で は 志 向性概念 の 変換 に よ り世 界 ない し存在 へ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 〔15）
の 「超越 」 が問題 とな り 、 そ こ に

一 種 の 形 而上 学的傾 向が 出て くる 。 だ が現 象

学 で は 意識 内在 の 領域 か らの 超越 が 中心 問題 で 、意 識外 存在 ＝ 世界 内 存在 の 分

析 が 重 要 な もの と な る 。 そ の 世 界 は さ しあ た り周 囲世 界 ＝ 環境 世 界 （Umwelt ）

あ る い は 生 活 世界 （Lebenswelt）で あ る 。 周 囲 匿界 、生 活 世界 は 超 越 論 的主 観 性

あ る い は間 主 観性 に よ っ て 「構 成 」 （konstituieren）され た 世 界 と し て 提 示 され

る 。 し か し 現象 学 的哲 学 は 根源 的世 界 経験 の 探 究 に 向 か う。 そ こ に 開示 され る

く存在 〉 の 考察 は 形 而 上 学的 と呼べ る か も しれ な い が 、 上 述 の よ うに い わ ば世

界 内 在 の 形 而 上 学で あ る 。 構成 され た 世 界 の 根底 に 開示 され る存在 は も は や
　 　 　 　 　 　 　 〔16）
「阯界 」 で は な い とすれ ば 、 あ る意 味 で 世 界 は超 え られ て い る 。 し か しそれ は 、

無 限 定的 質料 の 表象 （肉 、 汚物 、塊 等） に お い て し か 存在 を語 れ ない 以上 、 世

界 の 超 越 とい うよ りもむ し ろ 世 界 の 喪 失 で は ない か とい う疑 問 が 残 る。 ヤ ス

パ ー
ス 哲学 は世 界の 内部 あ るい は 奥に 本来的存在 を求め ない

。 世界の 彼方 へ の

超 越 が 形而 L学 を 可能 に す る 。 そ の 超越 は 世 界の 喪失 で も放棄 で も な い
。

「世

界 内存在」（ln−der−Welt−sein ）と 「世 界 外存在」（AuBer−der−Welt−sein ）との 中間で

　 　 　 　 　 　 　 　 　 （17）

浮遊 す る 自山 に お い て 、 「忌憚 な く世 界現 実 を見 る こ と」 （rUckhaltlos 　die　Welt−
　 　 　 　 　 　 　 　 （18）

wirklichke ｛t　zu 　sehen ）カヨで き る 。 形 而 上 学的超 越 にお い て こ そ 世 界 が世 界 と し

て 看取 され うる とい うべ きで あ る 。

　 ヤ ス パ ー ス 哲 学 は 現 象 学 的哲学 の 諸 動 向 と接す る種 々 の 局 面 を も ちな が ら も、

その い ず れ に も偏 向 し ない 。 そ うし た 思惟 の 拡 が り と奥行 きをヤ ス パ ー ス 哲学

の 大 きな 力 と し て 評価 し た い
。

一61
N 工工

一Eleotronlo 　Llbrary 　



Jaspers Society of Japan

NII-Electronic Library Service

Jaspers 　SOOIety 　of 　Japan

注

（D

（2 ）

（3 ）

（4 ）

（5 ）

た と えば次 の よ う に言 わ れ て い る 。 槻 象学的 問 題 群 を 、 可 能 的意識 の 諸 対 象

性 の （静態 的 お よび 発 生 的 ）構成 とい う統
一

的な全 体 的 タイ トル へ と還 元 す る

こ とに よ り、現 象学 を超越 論 的認 識 論 （transzendentale　Erkenntnistheorie）と呼

ぶ こ と も正 当で あ る と思 わ れ る 」 （Husserliana　L　Cartesianische　Meditationen
，
　S．

1isf．）。 「真 性 の 認 識 論 は
・… ・・

超 越論 的
一
現象学 的認 識論 （transzendental −phano −

menologische 　Erkenntnistheorie）と して の み意味 を もつ 」（ibid．　S．87）。

次 の 言葉 か ら、 フ ッ サ
ー

ル に お け る 「超 越論 的」 の 意 味合 い を了解す る こ とが

で き る で あ ろ う 。
「しか しわ れ わ れ が 現 象学 的 m ボケ ー を束 の 間遂 行 す る の で

は な く 、 む し ろ体系的 な 自己省察に お い て 、 しか も純粋 自我 として
、 純粋 自我

の 全 体的意 識 野 を顕 わ に し よ うとす る こ とに と りか か るや 、認 識 され る の は 、

純粋 自我 に と っ て 存在 す る もの す べ て は 純粋 白我 自身 の 内で構 成 され る もの で

あ る とい うこ とで あ り、 さら に 、す べ て の 存 在様 式 は 、 しか も何 らか の 意 味 で

「超 越 的 1 と して 性 格 づ け られ るす べ て の 存在 様 式 も 、そ れ 特 有 の 構 成 〔され

た もの とい う性 格 〕 を有 す る とい うこ とで あ る 。 どん な形 式 の もの で あれ 超 越

者 とは 自我 の 内部 で 構 成 され る存在 意味 な の で あ る 。 考 え られ る 限 りの す べ て

の 意 味、内在的 と呼 ばれ よ うと超 越的 と呼 ばれ よ うと、考え られ る 限 りの す べ

て の 存在は 、 意味 と存在 と構成す る主観性 と して の 超越 論的 主観性 の 領界に 帰

属 す る の で あ る」 （ibid．　S，86）。

K ．Jaspers，
　Nachwort （1　955）　2u 　mei πer　

，．
Philosof）hie‘‘‘1931丿’PhilosoPhie亙，S．　XVIf．）

KJaspcrs，　Die　gro6en　PhilosoPhen，　S。593 （Kant），

続 く 「2 亅 以 ドに も関連す る こ とで あ るが 、 今 H 的な ポス ト ・フ ッ サ
ー

ル 的現

象学 の 観 点か ら見 る な らば 、ヤ ス パ ー
ス 哲学 の 記 述 の 仕 方 を 「規 象学的 」 と呼

ぶ こ と も無理 で は な い よ うに 思 わ れ る 。 例 えば 「意識
一

般 」 に つ い て の 彼 の 次

の 言 葉 は 非 常 に 現 象学 的 な雰 囲気 を も っ て い る。 「わ れ わ れ の 意 識 の 中に 入 っ

て き て 、体 験 可能 と な り 、対 象 と な る も の の み が われ われ に と っ て の 存 在 で あ

る 。 意識 の 中 に 入 っ て こ な い で 、 い か な る仕方 に よ っ て も知 る意識 に よ っ て 的

中 され え な い もの は 、わ れ われ に と っ て あ た か も存在 しな い も 同 然 で あ る。 わ

れ われ に と っ て 存在す るす べ て の も の は そ れ ゆえ 意識 に お い て 思 念 あ る い は経

験 され うる た め の 形態 を と らね ば な らない 。す な わ ち そ れ らは 何 らか の 仕 方 で

対 象 的で あ る こ と に よ っ て 自らを告 知 し （sich 　kundgeben ）、意識 の 時 間的成就

の うち で 現 在 し （in　 einem 　zeitlichen 　Vollzug　des　BewuBtseins　Gegen輔 rtigkeit

haben）、 思惟可 能性 の 形 式 に お い て 言 葉 とな り（Sprachc　wcrden ）、した が っ て 伝

達 可能 性 の あ る 様 式 を獲 得 しな けれ ば な らない 」（Vernunft　und 　Existenz，
　S．38）。

と りわ け 「自 らを告 知 す る 」 と い う表 現 は 、
「自 らを 示 す 」（sich　 zeigen ）や 「自

らを 与え る 」 （sich 　geben ）や 「自ら を告 げ る」 （sich 　melden ）等 と同 様 の 現 象 学
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［同要旨 現 象学的哲学 と実存哲 学］

（6 ）

（7 ）

（8 ）

（9 ）

（10）

（11）

（12）

（13）

（14）

的表 現 で あ り、 意識に 与 え られ る とい う受動的経験 を指示 して い る 。 意識
…

般

の み な らず 、他の 意識 の 場 （包 括者の 他 の 様態 ） に お い て も同様 の 事態 が あ る 。

「わ れ わ れ が 実 存 と超越 者 とい う非 対象 的 な もの を思惟す る さい の 対 象性 を 、

わ れ われ は 実存 の 信 号 と超 越 者 の 暗 号 と呼 ぶ 。 そ れ ゆ え私 は 実在 の 現象 （Phti−

nomene 　der　Rcalittit）、実存の 信号 （Signa　der　Existenz）、超 越 者 の 暗号 （Chiffern

der　Transzendenz）を 区別 す る 」 （Der　philosophische　Gla鋸be　angesich 　ts　der　Offen．

barung，　S．156）と言 われ るが 、 こ れ らは い ずれ も何 らか の 仕方 で 自らを告 知 し

て く る の で あ る。 ちなみ に 、フ ッ サ
ー

ル 後 の 現 象 学運 動 に お い て は過 度に こ の

受 動 性 に 力 点 を 置 い て 、 主観 （体 ）性 を軽 ん ず る 傾 向が あ る と思 われ る 。 あ た

か も能動 的 思惟 の 放棄が 本来的哲学で あ るか の よ うで あ る 。 しか し思惟の 能動

性 、 主 体性の 欠 落は 、 現 象学 を
一

種 の 神秘 主義 に 下 落 させ て しま うこ とに な る

で あ ろ う。 ヤ ス パ ー
ス は 経験 の 受 動性 と共 に あ くま で も思 惟の 能 動性 を見 失 わ

な い 。

「全 自然 」 は 日常 的 な 「生活 世界」 の 根 底 に 存 す る と想 定 され る本原 的 基盤 で

あ る。 フ ッ サ ー
ル は 「全 白然 」 を 「絶 対 的基 体」 （absolute 　Substrat）と考 え て

い る に もか か わ らず、 「あ り うるの は ・… ・・
根源 的 な生 活世界 的 経験 だ けで あ る」

（Erfahrung　und 　Urteil
，
　S．　43f．）と言 っ て い る 。 そ の 理 由は 、 彼は 生活世界 の 経

験可能 性 の 範囲に 留ま っ て 、 全 自然の 領域に 深 入 りす る意図 をもた なか っ たか

らで あ る と解 され る 。

M ．　Merleau−Ponty，　Le　visible　et　1
’invisible

，
　Editions　Gallimard

，
　p．302．

J．−P．Sartre
，
　La 照 ％s吻

，
　Editi。ns 　 Gallimard，　p，171． こ の 即 自存在は 、 個 々 の 規

定 され た事 物 と して の 即 自存在 よ り以前の 、根源 的即 自存在で あ る。

lbid．　 P．162．

厳密 に は包 括者論 を 「存在論 」 と呼ぶ こ とは で きない 。 両者 の 混 同をヤ ス パ ー

ス は 強 く戒 め て い る （vgl ．　 Von　der　PVahrheit，　S．158卸 。
し か し 存在論 を批 判 す

る議 論 は お の ず か ら存 在論 的様 相 を もた ざる を え な い
。 ヤ ス パ ー

ス の 包括 者論

は存在論 を解体す る存 在論 とい う矛盾 的性 格 を もつ
。

こ の こ とは ハ イ デ ッ ガ ー

存在 論 を批判す る レ ヴィ ナ ス の 哲学に つ い て も言 え る 。

「包括 者」 （das　Umgreifende）とい う名称 とは 裏腹 に 、包括 者論 の 積極 的 な意 味

は 、 包む もの の 内 に 安住す る の で は な くそ の 外 へ と超 越 す る こ と を促 す 点 に あ

る とい うこ と を 強調 して お き た い
。 超 越 す る こ と を基 調 とす る限 りに お い て 、

包 括 者論 は 依然 と して 実存 哲学 で あ る 。

Vgl．　 Klaus　Held
，
　Lebendige　Gegenwart，1966，　Martinus　Nijoff，　Den　Haag ［邦訳

『生 き生 き した 現 在』新 田 義弘他 訳 、北斗 出版］．

Vgl．　 KJaspers ，」Phitosophie　II．　 S．24ff．

K．Jaspers，
　Philosophie　I

，
S．15．
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（／5）　 ジ ャ ニ コ ー は 、 レ ヴィ ナ ス に 始 ま る と され る フ ラ ン ス に お け る現象 学 の 形 而

　　　上 学 的傾 向 を 「神 学 的転 同」 と して 批判 し て い る 。 Vgl．　 Dominique　Janicaude，

　　　Le　tournant 塘 0’02吻 6　de　ga 助6π0 廨 卿 1ρ＠ 加 ％ゆ ∫8
，
1991 〔邦訳 『現代 フ ラ ン

　　　ス 現 象学 ．一一一
そ の 神 学的転 回 　　』北 村晋他訳 、文 化 書房 博文 社］．

（16）　 「世界 」 は 何 らか の 意 味 で 「構 成 」 され た もの で あ る 。 そ れ は 必然 的 に
一

定 の

　　　構 造 と秩 序 を も つ
。 その 構 成 され た 世界 の 根 底 あ る い は ド層 をなお も 「世 界 」

　　 　 と呼ぶ こ とが で きる で あ ろ うか 。 呼 べ る と して も、それ は 全 く別 の 世 界で ある。

　　　メ ル ロ ＝ポ ン テ ィ は そ の 領域 をなお も Lebcnswcltと （ドイ ツ 語 で ）表現 して

　　　い る （た とえ ば Le　visibie 　et　t
’invisible

，
　p．224 ［邦訳 『見 え る もの と見 え な い も

　　　の 』滝浦 木 田訳 、み すず 書房 、 239頁 ］参照 ）。 しか しそ れ は 明 らか に フ ッ サ ー

　　　ル 的 な意 味 で の 「生 活世 界 」 で は ない
。

サ ル トル や メ ル ロ ＝ ポ ン テ ィ の 記 述 を

　　　見 る限 り 、 そ の 世 界は あ る未知の 素材 の 無秩序な集塊 と して 表象 され ざる を得

　　 　 な い で あ ろ う。

（17） 現 存在か ら存在 へ の 超 越 は 、 世 界内 存在 と して あ るの で も な く世 界外 存在 と し

　　 　 て あ る の で もない 、、そ の 結果 と して 、素朴 な世 界内存 在 が知 る世 界 内存在 へ と

　　　変化 す る が 、 こ の 知 る世 界 内存 在 は 、 な る ほ ど決 して 現実 で は な い が しか し可

　　　能 的 な世 界外 存 在が 経験 され て 世 界 内存在 が 根源 的 な仕方 で 意 識 に もた ら され

　　　 た が ゆ えに の み 、 あ る の で あ る。 世 界 内存在 と世界外 存在 との 間に お け る こ の

　　　比 類 な き浮 遊 の 意識 を 、 心 理学 は記述す る こ とが で きない
。 それ は 絶対 的意識

　　　 に も とつ く 自由の 作用 で あ る 。 それ は形 式的に は 、 超越す る思想の 転換で あ る

　　　 と と もに 、 実 存的 に は 、 自己 を 開明 す る暗い 根拠 で あ っ て 、 私 は そ れ に も とつ

　　　い て 超 越 へ の 道 を探 求 しな けれ ば な らなか っ た の で あ る」 （K ．Jaspers，
　Philoso−

　　　Phie　I，S．43）。

（18）　 K ．Jaspers，　Philosophie　III，　S．235．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（早稲 田 大学 教授 ）
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